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値の場合に，その限界値はl.X1O-7rad/ sec (0.02deg/h) 程度となることを示している。











の容積に入るほどの小型化をはじめて達成するとともに，時定数10秒で回転検出感度2 X 10-5 rad/ sec c 
(4deg/h) の高感度化に成功している O
これらのいくつかの提案により，本ジャイロの小型化・高感度化が達成され本ジャイロのカーナビゲーションを
はじめとする種々の応用分野への適用の道が聞かれたものと思われる。
以上のように本論文は，小型・高感度リング共振形光ファイパジャイロの設計・試作に関して多くの重要な知見と
種々の新しい提案を含んでおり，光電子工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士諭文として価値あるも
のと長忍める。
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